
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

アダプトサポーター数

547,834

36,903

437,144

826

33,854

836

32,056

827

520,487

成果目標の達成状況

項目 H26末

303団体

13団体

4,607 4,607 0

合計 664,470 528,884

達成12団体 15団体

２ 道路照明灯等の電気料、取替料 直接 ・道路照明灯等道路施設の電気料、取替料

３ （国）158号中ノ湯観測施設

維持管理業務委託等

直接 ・水蒸気爆発現場の観測井等の維持管理業務委託

４ 道路愛護活動、アダプト活動保険 直接

・道路愛護活動者の傷害保険加入、アダプト活動者

 の損害賠償保険加入

施策展開

330団体 328 未達成

・ 道路アダプト活動団体数　330団体/年 （参考：H27実績　325団体/年）

・ アダプトサポーター数        15団体/年 （参考：H27実績   12団体/年）

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

337

16

23,800 27,513

・立体交差排水ポンプ及び歩道橋エレベータ等の

 保守点検業務、国有林野賃借料等

22,528 20,143 23,689

4,297 25,859

15

641,703

○ 県民との協働による道路の美化活動や、道路の異常の早期発見などにより、道路の適切な維持管理を行う。

・ 道路施設を適切に管理し、安全で円滑な道路交通を確保する。

・ 道路監視員の配置やロード観察隊の委嘱により、道路及び道路施設の異常、不法占用、不法投棄物の早期発見及び是正など、

  適切な道路管理を行う。

・ 傷害保険の加入等によりアダプト活動団体の持続的な活動及び広がりを支援する。

・ 穴ぼこや落石など道路上での事故を未然に防ぐため、ロード観察隊からの通報等を活かして、速やかに対応する必要がある。

・ 道路管理も民間との協働が求められているなか、アダプト活動団体を増やす必要がある。

・ アダプトサポーターを増やすことでアダプト活動を支援し、よりよい道路環境を実現する必要がある。

５ 道路損害賠償責任保険 直接

664,470 641,703

合計（A) 602,968

７ 道路占用台帳システム改修 直接 ・道路占用台帳システムの改修

325団体

29年度

0 0

当初予算 602,968

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目

事業番号 11 03 01 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 道路一般管理費道路一般管理費道路一般管理費道路一般管理費

担

当

課

部局 建設部

課・局・室 道路管理課

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

　　２　暮らしを支える道路網の整備

実施期間 S27 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

道路法、長野県道路監視員設置要綱

信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）実施要領、「信州ロード観察隊員」設置要綱

総合５か

年計画

プロジェクト  E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

２－１　魅力ある地域の創造と発信

　　４　次代につなぐ景観育成の推進

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・

確かな暮

らし実現総

合戦略

信州創生の基本方針

実施方法 H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

１ 道路監視員・ロード観察隊 直接

・道路監視員報酬等、ロード観察隊フリーダイヤル

 回線使用料

6,245 6,011 6,425

８ 道路照明灯LED化事業 直接

・松本・安曇野地域の県管理道路の既存道路照明灯

（水銀灯、ナトリウム灯）を、リース契約によりＬＥＤ灯に

交換した。

23,400

・道路の管理瑕疵に対する損害賠償保険の加入 25,166

６ 保守点検業務等 直接

補正予算 0 -38,415

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

道路アダプト活動団体数

Aの

財源

626,055 641,703

602,968 626,055 641,703

0

0 0 0

0 0 0

概　算

人件費

6.77 6.77 6.77

56,029

579,187 528,884

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成28年度の要領改正により、アダプト団体の登録が容易になったことから、目標を達成できるようPRに努めたい。

目標に対

する成果

の状況

　アダプト団体数の維持、拡大を目的に活動回数の目安の緩和を行うなど、要領の一部改正をおこなったが、目標を達成できなかった。

　住民活動を支える仕組み（アダプトサポーター）を充実する必要があると考え、要領の一部改正を行うとともに、運用について制定した。

 概算事業費（B（A）+C） 635,216 582,462 695,281

53,578 53,578

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 0

0 0


